
まえがき＝アルミの建築構造部材への適用が，アルミ建
築協議会で検討されており，設計規準の取りまとめが行
われている1）。当社でもアルミ形材を構造部材として使
用した建築構造の開発を進め，建設大臣（現国土交通大











　ここで，すべり係数を 0.45 としたときのすべり耐力試
験結果の判定式 5）は，式（2）の通りである。
すべり荷重≧ 1.2 ×設計ボルト張力× 0.45 ×摩擦面数
　　　　　　×ボルト本数＝ 48.4kN ……………… （2）

　したがって，本方式の継手は十分なすべり耐力を有し
ており，ばらつきの範囲もすべり係数で0.1程度になると
考えられる。さらに，SUS ローレット板の挿入によりす
べり耐力を確保するため，摩擦面処理とその後の処理面

と推測される。

むすび＝本稿では，ドーム型アルミトラス構造の開発に
おいて，重要な技術課題の一つである，接合部のせん断
耐力評価法，及び高力ボルト摩擦接合時の摩擦面処理に
関する検討結果を報告したｉ缶得られた主な結果を以下に
まとめる。
１）アルミＨ形材のフランジ部を，添接板と高力ボルト


